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結晶セルロース水懸濁液を用いている。触圧覚試験と 2 点識別試験は，舌尖後方 20 mm の舌背上で
実施している。3 種の試験食品について実施した識別試験の成績は，相互の有意な関連を認めている。
一方，検出試験，触圧覚試験，2 点識別試験の成績は相互に有意に関連せず，いずれも 3 種の試験食
品での識別試験の成績と有意に関連していない。以上の知見は，テクスチャー感覚が感覚と運動の
多種の情報に基づいて形成されるため，その鋭敏さは特定の感覚の鋭敏さと相関しないことを示唆
している。一方，「口腔テクスチャー感覚は，その形成に関与する感覚の一部の低下に伴い，鋭敏さ
を損なう」と推察されることから，検出試験，触圧覚試験，2 点識別試験の成績のいずれかが全被験
者の下位1/4である被験者6名と全ての成績が上位3/4である5名との間で識別試験の成績を比較し，
3 種の識別試験の総合スコアは後者において有意に高い結果を得ている。このことは上記の推察を裏
付ける結果である。以上の知見より，テクスチャー感覚は多種の情報に基づいて形成されることを
示すとともに，複数の識別試験の成績を総合してテクスチャー感覚の鋭敏さを評価する必要性を提
唱している。
本研究結果は加齢歯科学分野のみならず，歯科医学・歯科臨床・介護・食品加工学分野への貢献
が期待される。よって本論文は博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。
